
【
83
期
の
自
己
紹
介
】
私
た
ち

83
期
は
「
団
塊
の
世
代
」
で
あ
り
、

高
校
時
代
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
経
験
し
、
大
学
時
代
は
大
学
闘

争
の
ピ
ー
ク
を
経
験
し
た
全
共
闘

世
代
で
す
。
運
動
に
参
加
し
た
者

も
参
加
し
な
か
っ
た
者
も
、
国

家
・
社
会
の
あ
り
方
や
生
き
方
に

つ
い
て
思
い
悩
み
、
現
在
も
そ
の

問
題
を
多
少
は
引
き
ず
り
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
ま
じ
め
な
世
代
で

す
。六
〇
歳
が
間
近
に
迫
る
な
か
、

あ
る
も
の
は
仕
事
に
追
わ
れ
、
あ

る
も
の
は
一
念
奮
起
し
て
新
し
い

仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
し
て

あ
る
も
の
は
趣
味
の
世
界
で
生
き

よ
う
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
生

き
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

ま
た
私
た
ち
83
期
は
在
学
中
に

甲
子
園
出
場
を
二
回
経
験
し
て
お

り
ま
す
の
で
、静
岡
高
校
の
旗
の
下

に
集
ま
り
、
同
窓
生
と
と
も
に
校

歌
・
逍
遥
歌
を
歌
う
こ
と
が
何
よ

り
の
元
気
付
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
同
期
会
報
告
】
卒
業
四
〇
周

先
般
こ
の
同
窓
会
誌
（
本
年
五

月
号
）
で
も
紹
介
さ
れ
た
太
平
洋

年
の
区
切
り
と
し
て
、
三
月
一
七

日
一
六
時
よ
り
静
岡
市「
浮
月
楼
」

に
八
〇
名
の
同
期
が
集
ま
り
、
恩

師
を
囲
み
談
笑
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
日
本
史
の
織
田
元
泰

先
生
は
常
葉
学
園
大
学
で
「
教
師

論
」
の
教
鞭
を
と
り
、
英
語
の
石
原

信
行
先
生
は
コ
ス
タ
リ
カ
の
方
へ

日
本
語
を
教
え
、
川
合
郁
三
郎
先

生
は
浜
松
市
で
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
ま
す
。物

理
の
上
沢
達
夫
（
カ
メ
レ
オ
ン
）
先

生
も
「
猫
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
で
大

忙
し
」
と
お
葉
書
を
下
さ
い
ま
し

た
。
同
期
の
物
故
者
は
二
四
名
「
い

い
奴
が
早
く
逝
く
。」
思
い
が
あ
り

ま
す
。
記
念
講
演
は
静
岡
市
内
牧

で
曹
洞
宗
の
住
持
と
な
っ
た
亀
谷

君
が「
戒
名
の
値
段
の
地
域
差
は
あ

る
け
ど
、
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
で
い

い
の
だ
。」
や
、『
で
も
「
施
し
」
と

は
「
身
の
ほ
ど
を
超
す
」
ほ
ど
や
り

な
さ
い
の
意
味
で
あ
る
』な
ど
と
、

私
た
ち
の
間
近
に
迫
っ
た
（
？
）
た

め
に
な
る
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
に
携
わ
る
須
田
君

が
各
ク
ラ
ス
の
卒
業
写
真
な
ど
を

映
像
に
映
し
出
し
、
み
な
「
少
年

少
女
」
の
面
影
を
懐
か
し
み
ま
し

た
。
36
Ｈ
Ｒ
の
仮
装
「
卵
の
中
は

何
だ
ろ
う
」
は
、
担
任
の
小
倉
勇

三
先
生
の
花
嫁
候
補
を
観
客
の
女

性
か
ら
募
集
す
る
、
と
い
う
企
画

で
、
卵
が
割
れ
る
と
中
か
ら
美
男

美
女
（
？
）
が
出
て
き
て
ワ
ル
ツ

を
踊
る
、
と
い
う
ま
っ
た
く
自
画

自
賛
の
旧
時
代
的
発
想
劇
で
し
た
。

先
日
、
博
報
堂
社
長
に
な
っ
た
戸

田
裕
一
君
も
企
画
部
員
と
し
て
入

っ
て
い
ま
す
。
彼
の
挨
拶
が
『
静

高
で
思
い
出
す
の
が
、
テ
ス
ト
の

番
付
と
坂
口
安
吾
の
「
生
き
よ
！

堕
ち
よ
！
」
だ
。』
と
い
う
も
の
で

し
た
が
、
こ
の
仮
装
の
ど
こ
に
そ

う
し
た
緊
張
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
や
は
り
、
83
期
は
支
離
滅
裂

の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
、
そ
の

傾
向
が
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
、
六
〇
歳
代
に
突
入
し
て
行

く
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
次
の
同

期
会
は「
新
た
な
笑
顔
の
六
〇
歳
」

で
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。

（
83
期

久
野
淑
子

西
野
直
樹
）

単
独
横
断
の
同
期
生
村
田
和
雄
さ

ん
が
出
版
さ
れ
た
表
題
の
著
書
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。

私
共
の
年
代
に
な
る
と
、
多
く

の
人
が
社
会
の
第
一
線
か
ら
退
い

て
い
て
、
そ
の
中
に
は
、
今
迄
の

仕
事
以
外
の
こ
と
に
打
ち
込
ん
で
、

充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
る
人

も
少
な
く
な
い
。
油
絵
の
勉
強
を

始
め
る
人
、
日
本
百
名
山
を
コ
ツ

コ
ツ
登
っ
て
い
る
人
、
四
国
八
十

八
カ
所
の
歩
き
遍
路
に
旅
立
つ
人
、

オ
ペ
ラ
観
賞
に
し
ば
し
ば
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
出
か
け
る
人
な
ど
が
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
も
村
田
さ
ん

の
こ
の
壮
挙
は
全
く
群
を
抜
い
て

い
る
。
何
よ
り
も
、
そ
れ
は
命
が

け
の
挑
戦
で
あ
る
。

村
田
さ
ん
は
、
そ
の
た
め
に
三

〇
歳
か
ら
体
力
の
維
持
に
心
が

け
、
ヨ
ッ
ト
の
技
術
を
磨
く
た
め

に
世
界
選
手
権
に
も
出
場
、
気
象

の
勉
強
も
し
て
想
定
さ
れ
る
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
対
応
す
る
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
集
大
成

と
し
て
、
瀬
戸
内
海
で
の
三
カ
月

に
も
及
ぶ
単
独
訓
練
を
行
う
な
ど

周
到
な
準
備
を
重
ね
ら
れ
た
。
そ

れ
は
技
術
家
と
し
て
、
企
業
人
と

し
て
一
流
の
業
績
を
挙
げ
ら
れ
た

村
田
さ
ん
な
ら
で
は
の
強
い
意
思

の
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
敬
服

の
外
は
な
い
。

さ
ら
に
そ
れ
を
素
晴
ら
し
い
も

の
に
し
た
の
は
、
そ
れ
が
単
な
る

冒
険
の
試
み
で
な
く
、
村
田
さ
ん

が
そ
の
航
海
を
、
自
分
を
、
歴
史

を
、
人
類
を
、
宇
宙
を
見
詰
め
直

す
場
、
御
本
人
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
「
哲
学
す
る
」
機
会
と
し
よ
う

と
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
本
書
は
、
同
年

代
の
私
達
ば
か
り
で
な
く
、
次
に

続
く
こ
れ
か
ら
リ
タ
イ
ア
を
迎
え

よ
う
と
す
る
世
代
、
そ
し
て
さ
ら

に
若
い
世
代
に
も
、
大
き
な
希
望

と
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
う
。

注
＝
こ
の
書
物
の
発
売
元
は
東

京
・
神
田
の
エ
イ
バ
ッ
ク
ズ
ー
ム

社

一
八
九
〇
円

（
70
期

河
合
代
悟

＝
元
静
岡
市
長
）
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最後の一音が静かにホールに消えた。「ここまで聴くことができるの?!」。
クラシックの演奏会を聴くことが喜びであった私は、補聴器によって再
び音を取り戻し、感動の思いを蘇らせることができるようになったのだ。
それまで、ちょっとした集まりなどで離れた席の人の話が聞こえなかっ
たことで、話しに加われない寂しさから心も沈み、生来陽性だった私も
集いが辛くなっていた。
今では補聴器のおかげで、普通の人が普通に生活している輪の中へ溶け
込めることができ、それがこんなにも素晴らしいことなのだと心から感
じている。 （体験記キャンペーン優秀作品より）

100年余の歴史と豊富な種類があり、音ときこ
えも最高のトップメーカーです。
聴力テスト、試聴、販売、アフターを全国の御自
宅へ無料で出張致します。
静高関係者は特別割引致します。

オーティコン補聴器
「補聴器は魔法の小筺」

こ ばこ

井口惠子さん（岡山県・74歳）

㈲ライフケアセンター
㈹太田良時宏（第71期）

〒425－0005 焼津市方ノ上192－3
TEL 054－629－0725、FAX 621－3664

CIC・マイクロカナル

デルタ・人工知能搭載

外からほとんど見えません

斬新なタイプで見えません

河
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代
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）
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卒
業
40
周
年

還
暦
も
間
近

83

期

今
年
、
大
御
所
徳
川
家
康
の
駿

府
退
隠
四
百
年
を
記
念
し
て
、
静

岡
市
で
は
朝
鮮
通
信
使
の
再
現
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
慶
長
一
〇
年
（
一

六
〇
五
）
将
軍
職
を
秀
忠
に
譲
っ

た
家
康
が
、
慶
長
一
二
年
（
一
六

〇
七
）
三
月
、
修
築
中
の
駿
府
城

を
居
所
と
し
て
入
城
し
た
こ
と
に

晩
年
の
九
年
間

政
治
の
中
心
地

由
来
す
る
も
の
で
、
以
後
元
和
二

年
（
一
六
一
六
）
四
月
、
七
五
歳

で
病
没
す
る
ま
で
の
九
年
間
、
駿

府
は
日
本
の
政
治
・
外
交
の
中
心

と
な
っ
た
。

筆
者
が
す
で
に
『
同
窓
会
報
』

一
三
〇
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

こ
の
間
、
家
康
は
駿
府
城
築
城
と

と
も
に
安
倍
川
の
水
害
か
ら
駿
府

の
町
を
守
る
た
め
に
、
薩
摩
土
手

を
築
い
て
本
流
を
市
街
地
か
ら
西

へ
遠
ざ
け
て
固
定
し
、
防
火
・
農

業
用
の
た
め
の
駿
府
用
水
を
整
備
、

更
に
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）

を
駿
府
で
接
遇
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
家
康
の
善
隣
外
交
は
東
ア
ジ

ア
世
界
の
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
六
〇
〇
年

の
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
合
戦
の

勝
利
で
徳
川
政
権
は
実
質
的
に
成

立
し
た
が
、
慶
長
二
〇
年
（
一
六

一
五
）
豊
臣
氏
の
滅
亡
で
天
下
泰

平
の
世
が
実
現
し
、
更
に
こ
の
年

「
武
家
諸
法
度
」「
禁
中
並
公
家
諸

法
度
」
等
の
制
定
に
よ
り
江
戸
幕

府
の
基
礎
は
固
ま
っ
た
。
こ
う
し

た
内
外
政
策
を
推
進
し
た
家
康
の

駿
府
政
権
の
意
義
は
誠
に
大
き
い

よ
り
『
大
蔵
一
覧
集
』
と
『
群
書

治
要
』
の
二
種
を
刊
行
し
た
。「
駿

府
版
」
と
称
し
日
本
印
刷
史
上
名

高
い
存
在
で
『
群
書
治
要
』
に
つ

い
て
は
、
昭
和
三
年
紀
州
徳
川
家

か
ら
県
立
中
央
図
書
館
に
寄
贈
さ

れ
た
。
家
康
は
在
世
中
、
政
務
上

の
参
考
と
教
養
の
た
め
一
万
冊
と

も
い
わ
れ
る
内
外
の
書
を
収
集
し
、

駿
府
城
内
の
「
駿
府
文
庫
」
に
収

め
林
羅
山
等
に
管
理
さ
せ
て
い
た
。

家
康
の
死
後
、
貴
重
書
は
江
戸
城

内
の
御
文
庫
（
の
ち
の
紅
葉
山
文

庫
）
に
送
ら
れ
た
が
、
残
り
の
大

に
は
「
町
割
り
」
に
着
手
し
本
格
的

な
城
下
町
建
設
を
行
っ
た
。
今
日

の
静
岡
市
中
心
部
の
骨
格
は
ま
さ

に
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

家
康
は
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に

よ
っ
て
悪
化
し
た
朝
鮮
や
明
と
の

関
係
修
復
に
つ
と
め
、
一
六
〇
七

年
に
は
の
ち
の
朝
鮮
通
信
使
と
な

る
最
初
の
朝
鮮
か
ら
の
親
善
使
節

朝
鮮
や
明
と
の

関
係
修
復
図
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

家
康
の
学
問
へ
の
傾
倒
は
、
駿

府
時
代
の
文
化
事
業
に
顕
著
で
、

今
そ
の
一
端
を
県
立
中
央
図
書
館

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
康
は

す
で
に
伏
見
で
木
活
字
を
用
い
て

『
貞
観
政
要
』
な
ど
の
「
伏
見
版
」

を
刊
行
し
て
い
る
が
、
駿
府
城
内

に
お
い
て
朝
鮮
伝
来
の
銅
活
字
に

印
刷
史
を
飾
る

銅
活
字
の
使
用

半
は
御
三
家
に
分
与
さ
れ
、「
駿
河

御
譲
本
」
と
い
わ
れ
る
。
紀
州
・
水

戸
両
家
分
に
つ
い
て
は
大
半
が
散

佚
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、尾
張
家
分

に
つ
い
て
は
約
三
分
の
二
が
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。こ
の
中
に
は
現
在
最
古
の
写
本

と
さ
れ
る
『
続
日
本
紀
』
な
ど
貴
重

な
書
籍
が
多
く
含
ま
れ
、
保
存
状

態
も
極
め
て
良
好
で
あ
る
。新
村
出

博
士
（
本
校
第
七
回
卒
）
は
、
維
新

直
後
市
中
に
流
出
し
た
「
御
譲
本
」

の
『
春
秋
公
羊
伝
』
を
昭
和
三
年
県

立
中
央
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
家
康
在
世

中
の
駿
府
は
、
政
治
・
外
交
の
み

な
ら
ず
文
化
の
一
大
拠
点
と
も
い

え
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
史
上
、

今
一
度
輝
き
を
放
っ
た
の
が
明
治

初
期
徳
川
藩
の
成
立
と
と
も
に
駿

府
城
内
の
一
角
に
設
立
さ
れ
た
静

岡
学
問
所
の
存
在
で
あ
る
。
こ
こ

明
治
初
期
に
は

「
静
岡
学
問
所
」

に
は
中
村
正
直
・
津
田
真
道
ら
当

代
一
流
の
学
者
が
教
授
陣
を
構
成

し
、
沼
津
兵
学
校
と
と
も
に
一
時

期
日
本
の
最
高
学
府
の
観
が
あ
っ

た
。
廃
藩
置
県
後
、
洋
学
者
は
東

京
に
集
め
ら
れ
た
も
の
の
、
昌
平

黌
以
来
、
漢
学
を
講
じ
て
い
た
浦

野
鋭
翁
・
芹
沢
潜
の
両
先
生
は
明

治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
半
ば

ま
で
静
岡
中
学
校
の
教
壇
に
立
た

れ
て
い
た
。
昌
平
黌
―
静
岡
学
問

所
―
静
中
と
続
く
学
統
の
あ
っ
た

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
な
お
、
幕

末
の
蕃
書
調
所
や
開
成
所
等
か
ら

伝
え
ら
れ
た
静
岡
学
問
所
の
蔵
書

の
多
く
は
、
静
岡
師
範
学
校
を
経

て
、
今
日
県
立
中
央
図
書
館
に
「
葵

文
庫
」
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ

洋
学
研
究
史
上
貴
重
な
資
料
と
な

っ
て
い
る
。断
続
的
で
は
あ
る
が
、

静
岡
の
地
が
江
戸
時
代
初
期
、
明

治
初
期
と
文
化
的
に
日
本
の
拠
点

と
な
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を

心
に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
う
。

（
72
期

織
田
元
泰
）

意義大きい潜駿府政権時代煎

織
田
元
泰
氏
の
略
歴

72
期
。

静
岡
市
駿
河
区
天
坪
町（
現
泉
町
）

生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
学
文
学
部

卒
。
静
岡
高
校
教
諭
、
県
立
中
央

図
書
館
指
導
主
事
、
県
教
育
委
員

会
県
史
編
さ
ん
室
長
、
同
総
務
課

長
、
静
岡
城
北
高
校
長
、
沼
津
東

高
校
長
、
静
岡
市
教
育
長
等
を
経

て
二
〇
〇
五
年
四
月
よ
り
常
葉
学

園
大
学
教
授
。

織
田
元
泰
氏
（
72
期
）

同
窓
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・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
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・
同
期
会

同
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・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

同
窓
会
・
同
期
会

「
家
康
退
隠
四
百
年
」
に
寄
せ
て

書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も書物刊行など文化事業も

潜昔の少年少女煎が勢ぞろい。団塊世代の多くは
潜次の人生煎の岐路に立つ？＝浮月楼


